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　昭和27年、「わが子にも教育を」「わが子にも人権と幸せを」と3人のお母さんの呼び

かけで始まった育成会活動は71年を迎えました。以来、知的障がいのある人を取り巻く

福祉は確実に進歩しています。措置から契約へ、さらに障害者総合支援法が施行され、障

害のある人の地域移行が進み、わが国が国連の障害者権利条約に批准した平成26年を前

後して、障害者虐待防止法、障害者差別解消法が整備され、障害のある人の権利が守られ

る時代になりました。

　しかしながら昨年9月には、障害者権利条約に基づき国連からの勧告がなされ、障がい

のある人の権利が十分に守られていない事が指摘されています。今後は育成会でもこれま

での活動と合わせて、障がいのある人の権利擁護活動や地域への理解啓発活動を、更に推

進していくことが求められています。また、「親なき後」の幸せを考えた時には、同じ思

いの仲間が手を取り合い、小さな事から1歩ずつ進めていく事が将来に繋がると信じてお

ります。

　本大会の開催地である小樽は、昭和30年に北海道手をつなぐ育成会が発足した翌年、

道内自治体で最初の育成会が誕生した場所でもあります。育成会ゆかりの地であるここ小

樽から育成会活動の輪を広げていくため、集合とオンラインを合わせたハイブリッド形式

で開催し、沢山の方々にご参加頂けるよう準備を進めているところです。全道各地の仲間

が心を1つに繋がり、思いを形にしていく事ができる大会となる事を願い、第68回北海道

手をつなぐ育成会全道大会小樽大会を開催致します。

第68回
北海道手をつなぐ育成会全道大会小樽大会

大会趣旨
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お たる し ほん にん たい かい かいじょう

大 会 期 日
  令和5年8月6日（日）

大 会 会 場
小樽市民センター

小樽市いなきたコミュニティセンター（本人大会会場）

主　　　催
北海道手をつなぐ育成会

後志地区手をつなぐ育成会連絡協議会

小樽手をつなぐ育成会

後　　　援
北海道　　北海道教育委員会　　小樽市　　小樽市教育委員会　　後志町村会

北海道社会福祉協議会　　小樽市社会福祉協議会　　北海道共同募金会

北海道知的障がい福祉協会　　北海道障がい者職親連合会

小樽市民生児童委員協議会　　一般社団法人小樽身体障害者福祉協会

一般社団法人小樽観光協会　　北海道新聞社　　株式会社エフエム小樽放送局

社会福祉法人後志報恩会　　社会福祉法人小樽四ツ葉学園

社会福祉法人小樽高島福祉会　　社会福祉法人札幌緑花会
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

〇日　時　　令和5年8月6日（日）
〇場　所　　小樽市民センター（会場参加上限300名）

大会テーマ
笑顔で暮らせる毎日を

大会スローガン
潮風香る小樽の街から、笑顔の大きなうねりを広げよう！

日　　程

9:00　 　受付開始
9:30～10:00　開会式

　・大会長あいさつ　　北海道手をつなぐ育成会会長　佐藤春光
　・来賓あいさつ　　　北海道知事　鈴木直道様（予定）
　　　　　　　　　　　小樽市長　　迫　俊哉様
　・感謝状、表彰状贈呈　
　・来賓祝辞、来賓紹介

10:00～11:30　記念講演　　　　　　社会福祉法人麦の子会理事長　北川聡子様
11:30～13:00　昼　食　　　　　　　手をつなぐ母の歌
13:00～13:30　中央情勢報告　　　　全国手をつなぐ育成会連合会会長　久保厚子様　　
13:30～15:00　シンポジウム

　・各現場からの事例紹介を基に、笑顔で生活を送るためのヒントを
　　探ります。
　・コーディネーター　全国手をつなぐ育成会連合会
　　　　　　　　　　　事務局長　又村あおい様
　・提言者
　「重度障害者の事例」社会福祉法人 愛和福祉会 愛和の里きもべつ
　「就労に関する事例」小樽後志地域障がい者就業・生活支援センターひろば
　「学校からの事例」　北海道余市養護学校

15:00～15:30　閉会式
　・開催地あいさつ（大会決議）
　　　　　　　　　　　全道大会小樽大会実行委員長　光増昌久
　・本人大会決議
　・次期開催地あいさつ　函館手をつなぐ親の会会長　相馬ミエ子

大会プログラム
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北川聡子氏プロフィール

「笑顔で暮らす」

講　師：社会福祉法人麦の子会　理事長 北川聡子氏

記　念　講　演

1983年北星学園大学文学部社会福祉学科卒業と

同時に麦の子学園を立ちあげる。

2005年アライアント国際大学・カリフォルニア

臨床心理大学院　日本校臨床心理学研究科修士課程修了。

現在まで子どもの発達支援と家族支援にかかわる。

社会福祉法人麦の子会理事長・総合施設長。

公認心理師

　社会が地域の子どもと家族を温かく包む必要性があるとの考えから、札

幌市に発達に心配のある子や、様々な困り感のある子どもから大人までを

支援する50以上の事業所を１㎞圏内に設立。職員や利用者も居住し、職員

の多くが利用者とその保護者が占める体制で就労面でも支援するなど、障

がいを持つ当事者や家族を地域全体で支える日本で唯一の「子育ての村」

をつくり上げて来られました。大学卒業後に仲間３人と障がい児通園施設

を発足させた約40年前から続く豊富な実践と知識から障がいのある子が笑

顔で暮らしていくための取り組みについてお話を頂きます。
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

全国手をつなぐ育成会連合会　会長 久保厚子氏

中央情勢報告

久保厚子氏プロフィール

1951年2月13日生まれ

22歳で結婚3人の子どもの母（ご長男が重度障害）

●福祉関係経歴

1982年　大津市育成会　役員・会長

1994年　知的障害者相談員

1996年　（社福）しが夢翔会　副理事長・理事長

2005年　（公社）糸賀一雄記念財団　理事・副理事長

2007年　滋賀県知的障害児者生活サポート協会 会長

2014年　（一社）全国手をつなぐ育成会連合会 会長

2015年　障害者の文化芸術を推進する全国ネットワーク 会長

そ の 他　内閣府　障害者政策委員会委員

　　厚労省　社会保障審議会　障害者部会委員

　　厚労省　成年後見制度利用促進専門家会議委員　ほか

　育成会の代表として、国の政策に対し、時代に合わせた育成会の声を反

映させてこられた久保会長より、福祉情勢及び育成会活動についての情報

提供を頂きます。
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

討議テーマ

コーディネーター

全国手をつなぐ育成会連合会事務局長　

　　　　　　　　　　　　　　　　　又村あおい氏

提　言　者

・社会福祉法人 愛和福祉会

　愛和の里きもべつ　　　　　　　　　　　調整中

・小樽後志地域障がい者

　就業・生活支援センターひろば　　　　　調整中

・北海道余市養護学校　　　　　　　　　　調整中

シンポジウム

「頑張っています！」
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大会テーマ
コロナ禍だからこそ、仲間と共に支えあい輝ける未来を

大会スローガン
私たちの事を決める時は、私たち抜きでは決めないで
みんなで学び、みんなで考え、われらの想いを運河の街小樽から

第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

〇日　時　　令和5年8月6日（日）
〇場　所　　いなきたコミュニティセンター（会場参加上限100名）

第29回 本人大会　日程

9:00　 　受付開始　
　＊小樽観光参加の方は、小樽市民センターで受付となります。

9:30～10:00　開会式（小樽市民センター配信）
　・大会長あいさつ　　北海道手をつなぐ育成会会長　佐藤春光
　・来賓あいさつ　　　北海道知事　鈴木直道様（予定）
　　　　　　　　　　　小樽市長　　迫　俊哉様
　・感謝状、表彰状贈呈
　・来賓祝辞、来賓紹介

10:00～12:00　①シンポジウム
　「コロナでの生活の変化」
　「コロナ後、これからしたいこと」
　「これからの希望・要望」
　②チャレンジド
　「体験してみよう！音楽療法」
　　　　　　　　　　　音楽療法士：近藤ひとみ氏

12:00～13:00　昼　食　　　　　　　手をつなぐ母の歌

13:00～14:30　全道からのビデオレター「私の自慢・誇りに思っている事」

14:30～15:00　音楽療法「会場のみなさんと一緒に」近藤ひとみ氏

15:00～15:30　閉会式（小樽市民センター配信）
　・開催地あいさつ（大会決議）
　　　　　　　　　　　全道大会小樽大会実行委員長　光増昌久
　・本人大会決議
　・次期開催地あいさつ　函館手をつなぐ親の会会長　相馬ミエ子

大会プログラム
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

テーマ

運営　育成会小樽大会本人大会実行委員会
司会　実行委員長　吉田　武

シンポジスト提言者

調整中

調整中

調整中

本人大会シンポジウム

「コロナでの生活の変化」

「コロナ後、これからしたいこと」

「これからの希望・要望」
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体験してみよう！音楽療法

第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

音楽療法士　近藤ひとみ 氏

チャレンジド

プロフィール

日本音楽療法学会認定音楽療法士　　　　岐阜県音楽療法士

鍵盤ハーモニカアンバサダー・指導者　　ドラムサークルファシリテーター

地域音楽コーディネーター

チャレンジド

　Challenged（チャレンジド）というのは「障がいを持つ人」を表す新しい米語

「the challenged (挑戦という使命や課題、挑戦するチャンスや資格を与えられた

人）」を語源とし、障がいをマイナスとのみ捉えるのでなく、障がいを持つゆえに体

験する様々な事象を自分自身のため、あるいは社会のためポジティブに生かして行こ

う、という想いを込め1995年から提唱している呼称です。

　平成13年より三重県、愛知県にて障がい児童サークル、精神障害者施設、デイケア、

高齢者各施設、知的障がい者施設、介護予防、神経内科にてクリニック（パーキンソン

病・認知症・神経難病ＡＬＳの患者様）の音楽療法を実践。

　平成19年、小樽に移転後、小樽、後志管内、札幌にて子ども、成人、高齢者（ターミ

ナルケア）を対象とした幅広い音楽療法を実践中。施設や病院、個人を対象とした音楽療

法、歌声サロン、コンサートなど開催、今年音楽療法に携わり22年目を迎える。日本音

楽療法学会などにて事例研究・発表、行政の研修会などでの講演、その他音楽療法ワーク

ショップ型講演会の開催などにより、音楽療法の普及・啓発に努めている。

　音楽療法では集団活動の中でも個々に焦点をあてた場面も設定し、歌、楽器活動、リズ

ム遊びなど様々な音楽活動プログラムを通してルールや集中力、楽器のリズムで自分の気

持ちを表現する等、コミュニケーション能力の向上や個々の可能性を引き出す音楽療法

セッションに取り組み、近年は鍵盤ハーモニカの演奏、指導も行うなど幅広く活躍されて

います。
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

行　　程

思い出観光

小樽水族館ツアー

9：00　小樽市民センター集合・受付
9：30　小樽市民センター出発
10：00　小樽水族館到着（自由行動）
12：20　小樽水族館出発
12：40　シーポート（昼食会場）到着
13：40　シーポート出発
14：00　いなきたコミュニティセンター到着

＊小樽市民センターで受付となります。

＊昼食は、行程に含まれております。

＊小樽水族館入料900円、昼食代1,650円が必要となります。

　請求書をお送り致しますので、お振込みお願いいたします。

会場 イルカスタジアム

ショー セイウチ アザラシ ペンギン トド
ペンギン
の海まで
遠足

オタリア
バンドウイルカ

所要時間

10時台

11時台

10分 10分 10分 10分 20分20分

海獣公園

11：10

11：00

10：40

10：00

11：30
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　この度「第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会」への参加・弁当・宿泊の

ご案内ならびにお申込みを名鉄観光サービス㈱ 北海道営業本部にて担当させていただく

ことになりました。つきましては下記の取扱要項に基づき受付をいたしますので、参加さ

れる方は下記をお読みいただき、お申込みをお願いいたします。　  　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名鉄観光サービス㈱北海道営業本部

■開催日時：2023年8月6日(日)　9：00受付開始　9：30開会～15：30閉会　
■会　　場：小樽市民センター・いなきたコミュニティセンター（本人大会）
■参 加 費：育成会会員・知的障害福祉に関心のある方々　 2,000円（大会資料代として）
　　　　　　知的障がいのあるご本人様は無料（※資料を希望の方は資料代2,000円）

第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

－ 参加・弁当・宿泊 申込案内 －

1.参加について

■出 発 日：2023年8月6日(日)
■旅行日数：1日（日帰り）
■旅行代金：2,550円（水族館入館料900円・昼食代1,650円）
■添 乗 員：添乗員は同行いたしませんが、実行委員会スタッフが
　　　　　　同行いたします。
■最少催行人員 : 30名

2. 思い出観光コースについて※名鉄観光サービス㈱北海道営業本部が企画・実施する募集型企画旅行契約となります。

◎お弁当のご予約は、「思い出観光」に参加される方を除く本人大会参加者のみです。
　事前申込み制となっておりますので、大会参加と併せてお申込み下さい。
　小樽市民センターの大会に参加される方向けのお弁当販売は行いません。
　各自お済ませ下さいますようお願いいたします。
■ご利用日：2023年8月6日(日)　 　
■内　　容：ザンギ弁当又はホッケフライ弁当 
■価　　格：お一人様 1,000円（税込）※飲物はつきません　
■お弁当お受取りの際は事前に送付する「お弁当券」を特設デスクの係員にご提示ください。
■思い出観光に参加される方は、行程に昼食が含まれております。
※小樽市民センターの大会に参加される方は昼食時間が1時間30分確保ございますので、会場近隣の飲食店をご利用く
　ださい。また、小樽市民センターホール内・いなきたコミュニティセンター体育館内では、お茶等のお飲み物以外の
　飲食は禁止となっております。館内に飲食用スペースをご用意しておりますので、そちらをご利用ください。なお、
　席には限りがありますので、譲り合ってご利用くださいますようご協力をお願い致します。

3. お弁当について※旅行契約外となります。

※ご注意：7月4日(火)以降のお取消につきましては資料印刷の関係上、資料代のご返金はいたしかねますのでご了承ください。
　　　　　後日資料を送付いたします。

＜日程表＞

月日

１
小樽市民センター＝＝＝おたる水族館＝＝＝小樽シーポートマーケット＝＝＝

＝＝＝いなきたコミュニティセンター

貸切バス

9：30出発 10：00～12：20 12：40～13：40

14：00頃着

×  8月6日（日）

行　　程 朝 昼 夕

○ ×

写真はイメージです

写真はイメージです
ザンギ弁当 ホッケフライ弁当
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■宿泊設定日：2023年8月5日(土)１泊分
■宿 泊 条 件：1名1室又は2名1室、朝食付き
■宿 泊 代 金：サービス料・消費税込、お一人様あたり１泊分の金額となります。
■添　乗　員：同行いたしません。
■最少催行人員：1名

4.宿泊について※名鉄観光サービス㈱北海道営業本部が企画・実施する募集型企画旅行契約となります。

＜日程表＞

月日

１ ご自宅又は前泊地又は各地････（各自移動、お客様負担）････各宿泊施設（泊） ×  8月5日（土）

行　　程 朝 昼 夕

× ×

２ 各宿泊施設････（各自移動、お客様負担）････ご自宅又は次泊地又は各地 ○  8月6日（日） × ×

申込記号地区

小
樽

ドーミーインPREMIUM小樽①

ホテル名 部屋タイプ 備考

グランドパーク小樽

シングル 22,000円
ツイン 16,500円
シングル 22,990円
ツイン 14,000円

小樽駅より徒歩１分

小樽駅より２駅「小樽
築港駅」から徒歩5分②

宿泊代金（朝食付き） 小樽駅からのアクセス

専用Webサイトでのお申込みとさせていただきます。サイト内にて必要事項をご入力の上、お申込みくだ
さい。
専用Webサイトは「https://www.mwt-mice.com/events/tsunagu2023」又は下記のＱＲコードより
アクセスいただけます。
インターネットでお申込みが難しい場合は、お手数ですが弊社担当までご連絡を
お願いいたします。
インターネット以外でお申込みいただける申込書をお送りいたします。　
  

※専用Webサイトにてお申込されるにあたり注意事項（重要）

①参加申込みについて
　・申込期間内の変更・取消はWebシステムで手続きをお願いいたします。
　・上記申込期限を過ぎますと専用Webサイト内での新規申込・変更・取消はできません。
　・7月4日(火)以降の変更・取消の際は名鉄観光サービス㈱北海道営業本部までメール又はお電話にてご連絡を
　　お願いいたします。
　・オンラインでご参加の方は後日視聴する為のご案内及びＵＲＬをお送りいたします。
　・パブリックビューイングの実施有無は所属の地区育成会にご確認下さい。
　・オンラインで参加の皆様向けに事前視聴テストを行います。
　　7月3日（月）の申込期間終了後～開催当日8月6日（日）までの間を予定しております。
　　詳しくはオンライン参加でお申込みいただいた方へ別途ご案内いたします。
　　※視聴テストは「動画・音声」が正常に流れているかを確認するものです。
② 宿泊申込
　・禁煙部屋希望の場合も状況により、「喫煙部屋の消臭対応」となる場合がございます。予めご了承ください。
　・ご希望のホテル・部屋タイプが満室となった場合、専用Webサイト上で選択ができなくなります。
　　（※お部屋を追加できる場合もございますので弊社担当までお問い合わせください。）
　・駐車場等のお問い合わせは各宿泊施設へ直接ご確認をお願いいたします。
　・ご案内する宿泊施設は1名1室・2名1室利用にてご用意いたします。
　・設定以外の部屋タイプ(ツイン等)や前泊または後泊をご希望の場合はサイト内の備考欄へご記入ください。
　　調整後、ご連絡いたします。

5.申込み方法について

申込期間：５月８日（月）～７月３日（月）17：00

育成会会員及びパブリックビューイングを希望する方
個人で視聴を希望する方

障がい福祉に関心のある各方面の方

各地区の育成会で取りまとめてのお申込みをお願いして
おります。所属の地区育成会へ問合せ申込み下さい。

  上記URLより各自にてお申込み下さい。

https://www.mwt-mice.com/events/tsunagu2023
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取　消　日 前日
前日から起算してさかのぼって

21日前まで
無料宿　　　泊

■請 求 書：2023年7月7日(金)頃を目処に請求書を発送します。
　　　　　　※名鉄観光サービス㈱にて発行・送付いたします。
■お支払い：7月31日(月)までにお振込みをお願いいたします。

6.ご請求・お支払いについて

　当社は申込書に記載された個人情報について、お客様との連絡の為に利用させていただくほ
か、お申し込みいただいた旅行における運送・宿泊機関の提供するサービスの手配及び受領のた
めの手続きに利用させていただき、必要な範囲内で当該機関等に提供いたします。
※弊社の個人情報の取扱いに関する方針については、当社のホームページにてご確認ください。
https://www.mwt.co.jp/info/kojinjohohogo.shtml

9.個人情報の取扱いについて

　この旅行は名鉄観光サービス㈱（以下「当社」といいます）が旅行企画･実施するものであり、旅行に参
加されるお客様は、当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」といいます）を締結することになりま
す。旅行内容の内容･条件は、当要項、出発前にお渡しする「最終ご案内」及び当社旅行業約款募集型企画
旅行の部によります。
●特別補償／お客様が募集型企画旅行参加中に急激かつ偶然な外来の事故によって身体または手荷物の上に  
　　　　　　被った一定の損害について、あらかじめ定める額の補償金および見舞金を支払います。
●旅程保証／当社は当要項に記載した契約内容のうち、当社旅行業約款（募集型企画旅行の部第29条別表
　　　　　　左欄）に掲げる重要な変更が生じた場合は同条に定めるところによる変更補償金をお支払いい
　　　　　　たします。
●基 準 日／この旅行代金は2023年4月1日現在の料金を基準としております。
　　　　　　当社旅行業約款募集型企画旅行の部については、当社のホームページでご確認ください。　　

10.その他ご旅行条件について

旅行企画・実施  観光庁長官登録旅行業第55号／（一社）日本旅行業協会正会員／旅行業公正取引協議会会員
名鉄観光サービス㈱北海道営業本部内  
第68回北海道手をつなぐ育成会北海道大会 小樽大会 参加受付係
担当：中川 純一郎・伊丹 大輔（総合旅行業務取扱管理者：岡部 智厳）
住　所：〒060-0003　札幌市中央区北3条西1丁目　ブリックキューブ札幌ビル６階 
ＴＥＬ：011-205-5222　　ＦＡＸ：011-205-5220　
e-mail：68-hokkaido-otaru@mwt.co.jp
営業時間：平日9:30～17:00（土・日・祝日は定休日です)

お申込み・問合せ先

請求書送付時、大会参加券（思い出観光、シンポジウム、チャレンジド）、お弁当券

7.事前送付物について

8.取消料について
取消料は下記の通り申し受けます。（宿泊日の前日から起算します）

20日～8日前
料金の20%

7日～2日前
料金の30％ 料金の40％ 料金の50％ 100％

当日 会議開始後
または無連絡

取　消　日
前日から起算してさかのぼって

7月4日（火）以降の返金はいたしかねます。

お　弁　当

資　料　代

承認No：北営本AZ03-2304

8日前まで
無料

7日前～当日

100％
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いなきたコミュニティ
センター

小樽駅周辺

函
館
本
線

小樽市民センター
（マリンホール）

●
長崎屋

●
ホテルノルド小樽

●
小樽市博物館

●
北海製罐
小樽工場

小
　
樽
　
駅

●A

●①

＊いなきたコミュニティセンターに入館するには、４階駐車場から直結しております入り口を使用する他、
　エレベータにて入館する事になりますが、２ヶ所あるエレベータのうちＴＳＵＴＡＹＡ側のエレベータの
　み４階まで行く事が出来ますので、ご注意下さい。 
＊小樽育成会では、駐車場の確保を行っておりません。事故等の責任は負いかねますので、ご承知おき下さ
　い。

◆大会会場：A小樽市民センター（マリンホール）
　住　　所：〒047-0031　小樽市色内2丁目13-5　
　電話番号：0134-25-9900　
　アクセス：JR小樽駅より徒歩10分
　駐 車 場：数台のみの駐車スペースとなりますので、近隣の駐車場をご利用ください。

◆本人大会会場：Bいなきたコミュニティセンター
　住　　所：〒047-0032　小樽市稲穂5丁目10-1　
　電話番号：0134-27-7676　
　アクセス：JR小樽駅より徒歩15分
　駐 車 場：いなきたコミュニティセンターは、数店のお店が入った複合施設の４階となります。４階駐車
　　　　　　場がコミュニティセンター専用の駐車場になり、1～3階の駐車場は、他の店舗、個人契約者
　　　　　　用の駐車場となります。また、高さ制限が2.1mとなりますのでご注意下さい。

会場案内

ウイングベイ小樽●

スーパービバホーム●

小樽築港駅

●イオン

カプリチョーザ●
　　　　小樽店

●小樽市消防署

●セイコーマート

築港臨海公園●

●B

●②

※A「小樽市民センター」から
　B「いなきたコミュニティセンター」まで、
　徒歩15分程度

天然温泉灯の湯
ドーミーインPREMIUM小樽

グランドパーク小樽

小樽築港駅周辺
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

大会役員

名誉大会長　　小樽市長　　　　　　　　　　　　　　　　　　迫　　俊哉

名誉副大会長　北海道後志総合振興局長　　　　　　　　　　　天沼　宇雄

　　　　　　　小樽市議会議長　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　喜明

大会長　　　　北海道手をつなぐ育成会会長　　　　　　　　　佐藤　春光

副大会長　　　北海道手をつなぐ育成会副会長　　　　　　　　畑中三岐子

　　　　　　　北海道手をつなぐ育成会副会長　　　　　　　　長江　睦子

　　　　　　　小樽手をつなぐ育成会会長　　　　　　　　　　光増　昌久

　　　　　　　後志地区手をつなぐ育成会連絡協議会会長　　　初山　聡子

　　　　　　　育成会小樽大会本人大会実行委員会委員長　　　吉田　　武

大会役員　　　北海道教育庁後志教育局局長　　　　　　　　　新居　雅人

　　　　　　　北海道後志総合振興局くらし・子育て担当部長　松村　由貴

　　　　　　　小樽市教育委員会教育長　　　　　　　　　　　林　　秀樹

　　　　　　　小樽市福祉保険部長　　　　　　　　　　　　　勝山　貴之

　　　　　　　小樽市社会福祉協議会会長　　　　　　　　　　近藤　眞章

　　　　　　　一般社団法人北海道知的障がい福祉協会会長　　大垣　勲男

　　　　　　　一般社団法人北海道障がい者職親連合会会長　　清宮　壱博
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第68回 北海道手をつなぐ育成会 全道大会 小樽大会

大会実行委員会

実行委員長　　小樽手をつなぐ育成会会長　　　　　　　　　　光増　昌久

副実行委員長　北海道手をつなぐ育成会事務局長　　　　　　　品田　　敏

　　　　　　　後志手をつなぐ育成会連絡協議会会長　　　　　初山　聡子

　　　　　　　小樽市社会福祉協議会事務局長　　　　　　　　森　　貴仁

　　　　　　　北海道小樽高等支援学校校長　　　　　　　　　児玉　倫政

　　　　　　　北海道余市養護学校校長　　　　　　　　　　　柏木　拓也

実行委員　　　北海道後志総合振興局社会福祉課課長　　　　　菊池　幸次

　　　　　　　小樽市福祉保険部福祉総合相談室主幹　　　　　曽我部剛男

　　　　　　　小樽市福祉保険部福祉総合相談室主査　　　　　南部　真人

　　　　　　　小樽市社会福祉協議会事務局次長　　　　　　　小野寺正裕

　　　　　　　北海道小樽高等支援学校教諭　　　　　　　　　上村　幸教

　　　　　　　北海道余市養護学校教頭　　　　　　　　　　　安達　雅美

　　　　　　　小樽後志地域障がい者就業・生活支援センター長　中村　圭寿

　　　　　　　北海道障害福祉協会後志地方会会長　　　　　　小菅　　敦

　　　　　　　後志知的障がい児・者家族連合会事務局　　　　山林　弘治

小樽手をつなぐ育成会事務局・理事

　　　　　　　藤井、白幡、石田、福原、鈴木、佐藤、百合野、水野、大洞、

　　　　　　　野口、石亀、山崎



●　小樽市民センター

　いなきたコミュニティセンター

1階

2階

3階

いなきたコミュニティセンター
駐車場入り口

入り口
TSUTAYA エレベータ

■

小
樽
駅
方
面
↓

札幌方面→←余市方面

エレベータ
★

■：エレベータは４Ｆまで可
★：エレベータは３Ｆまで

※4・5階

A

●B




